
一般財団法人 産業経理協会

鳥 飼 重 和 氏弁 護 士

◆ 　コーディネーター

公 認 会 計 士 中 島 康 晴 氏

　「平成」から「令和」へ元号が変わり、また、新一万円札の肖像に渋沢栄一が採用されることにな
りました。これらに象徴されるように、日本の産業社会は新たな展望を拓くためのギアチェンジが
必要な時期を迎えております。同時に、米中関係などの対立構造の浮上など、政治、経済、軍事等
の不安定要因から導かれる想定外の事態をも視野に入れておくことが不可欠な課題となっており、
また、近年においては、投資家、市場からの圧力が会社経営に多大な影響を及ぼし、制度面でもコー
ポレートガバナンス・コードや開示府令の改正などにより、自社の経営姿勢を一層明確化すること
が求められるに至っておりますが、これを受け身ではなく、むしろ企業の発展のため活用すべきも
のと捉えることこそが肝要です。
　第２０年度で実施している本研究会では、「変革の時代において経営者が身に着けるべき常識とは
何か」という問題意識の下で、「会社の存続と成長」のための組織のイノベーションのあり方を実学
的観点から検討いたしております。そのため、当該問題の第一人者をゲスト講師にお招きし、鳥飼
重和弁護士、中島康晴公認会計士のコーディネートにより運営しており、会社役員のあるべき姿を
最先端の多角的視点から眺望していただく機会として、決して期待を裏切るものではないと確信し
ております。
　激動する経営環境を乗り切り、主体的かつ具体的なスタンスのあり方、すなわち「自律的経営」
を真剣に模索される会社役員（取締役、監査役）、経営幹部の皆様の 12 月からのご参加をお待ち申
し上げます。
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運 営

会 員 資 格

2 0 1 9 年 1 2 月 よ り 2 0 2 0 年 ５ 月 ま で 毎 月 １ 回 開 催 （ 全 ６ 回 ）

午 後 ３ 時 よ り 同 ５ 時 ま で

経 団 連 会 館 （ 別 掲 地 図 ）

◦テ ー マ ・ 講 師 ・ 日 時 等 の 例 会 の 詳 細 は 、 毎 回 正 登 録 者 に ご 案 内 い た し ま す 。
◦現 時 点 で 取 り 上 げ る こ と が 予 想 さ れ る テ ー マ と 講 師 を 下 に 掲 載 い た し ま し た が 、
こ れ ら の ほ か 皆 様 の ご 要 望 を 踏 ま え 、時 宜 に 適 っ た テ ー マ を 取 り 上 げ て ま い り ま す 。
◦新 聞 ・ 雑 誌 等 の 記 事 に も 研 究 材 料 を 求 め る と と も に 、 最 新 判 例 等 に つ い て も 適
時 解 説 い た し ま す 。
◦メ ン バ ー か ら 提 出 さ れ た 個 別 問 題 に つ い て も 検 討 い た し ま す 。

原 則 的 に オ フ レ コ と し 、 自 由 闊 達 な 議 論 の 場 の 形 成 を 目 指 し て 運 営 い た し ま す 。
正 ・ 副 各 １ 名 の ご 登 録 を 頂 き 、 正 登 録 の 方 が 例 会 の ご 欠 席 の 場 合 に は 、 副 登 録 の
方 を 代 理 出 席 者 と す る こ と が で き ま す 。

テ ー マ に 即 し た 最 適 任 の ゲ ス ト 講 師 を 随 時 お 招 き し ま す 。

2019 年 11 月 22 日
第 20 年度 

経営財務法務
研究会

・経営に影響が及ぶ喫緊の法務上の諸課題の検討
　　－近時の事例、ＣＧＳ研究会指針、情報開示制度を中心に　　　　　  　弁護士　山 口  利 昭　氏
・開示・監査・会計に係る最近の制度改正と経営上の諸課題の検討　　公認会計士　太 田  達 也　氏
・緊迫する国際情勢から日本的意思決定を考える　　　　　　　　軍事アナリスト　小 川  和 久　氏
・日系企業ファイナンス部門のトランスフォーメーション
　　　　　　　　　　　　　　　元武田薬品工業 コーポレートオフィサー経理部長　高 原  　 宏　氏
・輝いて働く－テーマパークのキャスト　　　　株式会社オリエンタルランド理事　永 嶋  悦 子　氏

（以上は実施済）

 　　　以後、次の方々をお招きいたします。
   弁護士     　　　　　國 廣　  正　氏（裏面参照）

   東京理科大学大学院教授　   　 橘 川  武 郎　氏
   新潟大学教授・情報法制研究所（JILIS）理事長    鈴 木  正 朝　氏
   首都大学東京大学院教授   　 松田 千恵子　氏
   経営コンサルタント　     　小 宮  一 慶　氏

【今回の第２０年度で取り上げたテーマと講師並びに今後の予定・順不同】

中途入会のご案内
12 月からの



◇ 会 場 ご 案 内 ◇ 

        「経団連会館」 

東京都千代田区大手町 1-3-2

電話 03（6741）0222（代）

東京メトロ「大手町」町駅下車 C2b 出口直結

交通機関

　　　４階または５階 会議室
工
事
中

   ●   
  グランキューブ

●
大手町タワー

●KDDI

●
読売新聞

●
星
の
や

●
ノースタワー

●
サウスタワー

●
サンケイビル

  48,400 円  （非賛助会員）    （消費税等 4,400 を含みます。 ）
  44,000 円  （当協会普通賛助会員）   （消費税等 4,000 を含みます。 ）
  39,600 円（当協会正賛助会員・本会の継続会員）  （消費税等 3,600 を含みます。 ）
  31,900 円（当協会特別賛助会員）   （消費税等 2,900 を含みます。 ）

「個人情報の取扱い」 の 1 について同意いただいていること。 

1.  別紙申込書に所要事項をご記入の上、産業経理協会に FAX（0 ３）3 2 5 1－0 5 3 3 で、12 月 11 日（水）
までにお申込みください。 ただし、 満員になりしだい締切らせていただきますので予めご了承下さい。 
2.  電話によるお申込みの場合も、お手数ながら別に申込書をご送信下さい。
3.  満員の節は申込期限前でも締切らせていただきますので、ご諒承下さい。
◆お願い
　申込書ご記入の際には、お手数をおかけいたし誠に恐縮に存じますが、 コード番号欄 に、 封筒の宛名の下
部の括弧内に印字してあります番号（４桁） を、また、その番号に続き記号（2 桁）が印字されている場合には、
研究会等識別記号欄に、その記号をお書き添え賜わりますようお願い申し上げます。  

1.  お申込みいただきました方には、 請求書をお送りいたします。 
2.  ご送金は、 上記請求書にもとづいて、お手続き下さいますようお願いいたします。

1.  ご記入頂きました個人情報等につきましては、 セミナー、 講習会、講座等、 当協会主催事業のご案内及び
アンケート等のご依頼に際して利用させていただきます。 また、 講師以外の第三者に提供することはござい
ません。
2.  上記の利用目的にご同意頂くことができない場合には、 お申出により当方にて所有する個人情報を消去
させていただきます。

一般財団法人 産業経理協会     

　　　　　　東京都千代田区神田淡路町1－15－6　 電話 03 （3 2 5 3） 0 3 6 1 （代）

会 費

申 込 要 件

申 込 方 法

送 金 方 法

個 人 情 報 の
取 扱 い

申 込 先

(N)M(K)11.19.22 (T)HO

日　時　　12 月 13 日（金）

　　　　　（講　演）午後３時より同５時まで

演　題　　「企業不祥事を防ぐ

　　　　　　　－コンプラ疲れからオモシロいコンプライアンスへ－」

講　師　　国広総合法律事務所パートナー 弁護士　國　廣 　正  氏

会　場　　経団連会館　４階 会議室

第６回・12 月度例会のご案内

【前回の第１９年度で取り上げたテーマ・実施順】

１）経営に関わる喫緊の法務の課題－ 改訂ＣＧコード、通報制度、監査報告書の長文化などを中心に－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁護士・公認不正検査士　山 口  利 昭　氏

２）最近の制度改正をめぐる経営上の諸課題の検討　　　　　　公認会計士・税理士　太 田  達 也　氏

３）米朝首脳会談から経営戦略を考える　　　　　　　　　　　　　軍事アナリスト　小 川  和 久　氏

４）日本版司法取引の時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁護士　鳥 飼  重 和　氏

５）日本資本主義を築き上げた経営者群像　　　　　　　　　　　東京大学名誉教授　武 田  晴 人　氏

６）日本電産の企業改革とビジョン /２０２０　　　　　　　　　　　日本電産顧問　吉 松  加 雄　氏

７）ゴーン事件から学ぶ－ゴーン氏の誤算は何か？ －　　　　　　　　　　　弁護士　鳥 飼  重 和　氏

８）個人情報保護法制のこれから－ＧＤＰＲ十分性認定を受けて－　　新潟大学教授　鈴 木  正 朝　氏

９）投資家との対話の深化に向けた諸課題の検討　　　　　首都大学東京大学院教授　松田 千恵子　氏

10）経済指標から読み取る日本経済の現状と今後の課題　　小宮コンサルタンツ代表　小 宮  一 慶　氏

11）株主総会におけるダイバシティ－投資家目線の活用－　　　　　　　　　弁護士　鳥 飼  重 和　氏


